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目標１　　妊娠・出産・育児の切れ目のない⽀援の充実
基本施策①　　健診・相談・指導体制の充実

H25実績 H31目標

8.4% 減少

H27実績 H28実績 H29目標 H31目標

妊娠届出時の保
健指導実施率

94.4% 95% 94.9% 95.0% 100％

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

母子保健普及啓
発事業 － － - - △

妊婦健康診査受
診件数

51,928件 52,791件 51,298件 56,462件 54,292件

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

妊婦健康診査事
業

380,389 374,054 360,787 388,729 △

ハイリスク児への
訪問率

100% 99% 98.5% 100% 100％

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

訪問指導事業 － － - - △

電話や窓口等で
の相談件数 4,856件 4,917件 4,643件 4,800件 増加

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

すこやか育児窓
口・電話相談 － － - - △

成果指標

低出生体重児の割合

No

1

2

3

4

課題・取組

妊娠・出産・育
児に関する保
健指導の充実
（健康課）

母子健康手帳交付時
等に、保健師・栄養士
の個別面接により、き
め細かな指導を行う。

【取組】
産婦人科に依頼
し、保健指導が実
施できる保健セン
ター、健康支援室
での母子手帳申請
を促すチラシを配
布している。

妊婦健康診査
の推進
（健康課）

医療機関及び助産所
において、健診（妊婦
健康診査受診票を使
用）を受け、妊娠中の
異常を早期に発見し、
適切な治療や保健指
導に繋げる。

事業名
(担当課)

事業内容 評価指標
【参考】

H26実績

計画期間

訪問指導の充
実
（健康課）

乳幼児や妊産婦等を
訪問し、育児や発育な
どの相談に応じるととも
に、母乳育児や家族計
画等の情報を提供し、
必要な保健指導を行
う。
　また、医療機関等か
らの情報提供により支
援が必要な妊産婦に
対し、訪問指導を行
い、必要なサービス等
に繋げる。

【課題】
定期健診未受診者
等のハイリスク妊
婦に対し、関係機
関と密に連携し、
早い時期からの適
切な支援に繋げる
ことが必要。

【課題】
児の疾患や発達、
家庭環境等に応
じ、関係機関と連
携して対象に応じ
た個別性のある関
わりが必要。

妊娠・出産・育
児に関する相
談支援体制の
充実
（健康課）

各保健センター等の身
近な場所で、保健師・
栄養士等が妊娠・出
産・育児に関する相談
や治療費の公費負担
等について切れ目のな
い相談・支援を行う。

【課題】
対象に応じた適切
な指導ができるよ
う保健師等の資質
向上を図る必要が
ある。
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基本施策②　　親育ちのための支援の充実

H31目標

増加

H27実績 H28実績 H29目標 H31目標

大分市子育て支
援サイト「naana」
アクセス数

526,524件 506,945件 462,504件 515,000件 450,000件

大分市子育て支
援サイト「naana」
SNS会員数

1,823人 1,944人 2,073人 2,200人 2,000人

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

サイト事業 2,413 6,600 7,200 6,600

子育て応援ガイド 2,770 2,771 2,771 2,868

「プレママ・プレパ
パ教室」開催回
数

15回 15回 15回 15回 15回

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

プレママ・プレパ
パ教室

977 977 977 977

すくすく赤ちゃん
ルーム

2,111 2,294 2,594 2,789

子育て講演会開
催回数

64回 72回 71回 73回 67回

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

子育て講演会 1,226 1,184 1,181 1,328 ◎

子育て支援事業
実施施設の割合

72% 72% 73% 増加 100%

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

－ － － - - △

5

6

7

8

成果指標

楽しく子育てができていると感じる保護者の割合

No 課題・取組
計画期間

H25実績

就学前：82.2%
小学生：71.8%

子育て講演会
の実施
（社会教育課）

幼稚園や学校等の行
事を活用し、保護者が
子育てについて学習す
る機会を提供。他にも、
１歳６か月健診時に「絵
本の広場」、中学校１
年時のＰＴＡ時に「思春
期講演会」を実施し、家
庭における教育力の向
上を図る。

【課題】
・私立幼稚園にも
開催の呼びかけを
する。
・講演会の講師
や、託児ボランティ
アの確保に努め
る。

認定こども園等
における情報
提供
（子ども企画
課）

認定こども園等で未就
学児童の保護者を対
象に子育て相談や子
育て情報の提供を行う
とともに、保護者同士
の交流の場を提供し、
親子の育ちを支援す
る。

【取組】
新規の認定こども
園および保育所等
に対し、実施を促
進する。

子育て情報の
提供
（子ども企画
課）

子育て支援サイトnaana
や冊子本「子育て応援
ガイド」を活用し、子育
て家庭に向け情報を提
供します。また、サイト
内に交流サイト「おしゃ
べりnaana」を設け、親
同士が交流できる場を
提供する。
転入者に対して、冊子
本配布等による情報提
供を行うとともに、子育
て交流センター主催の
「ウエルカムパー
ティー」により、子育て
家庭が早く地域になじ
めるよう後押しする。

【課題】
サイト運営業務
の委託化に伴う
情報掲載基準の
確立やボランティ
アスタッフの活
用。
【取組】
H27からサイト運
営を民間委託
し、民間情報を
含めた幅広い子
育て情報の提供
に努めるととも
に、H28にはス
マートフォン対応
のサイト改修を
実施。

出産・育児に関
する教室や講
座の充実
（子ども企画
課）

初妊婦やその夫を対象
とした「プレママ・プレパ
パ教室」や、乳幼児の
保護者を対象とした「す
くすく赤ちゃんルーム」
など、出産・育児につい
て切れ目のない情報提
供を行うための教室・
講座を開催するととも
に、保護者が悩みを抱
え込まないよう育児相
談や交流会を行う。

事業名
(担当課)

事業内容 評価指標
【参考】

H26実績

◎

◎

◎

アクセス数

SNS会員数
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H27実績 H28実績 H29目標 H31目標

講座開催箇所数 6箇所 8箇所 8箇所 8箇所 9箇所

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

NPお母さんひろ
ば

360 484 475 756 ○

訪問実施率 95.4% 95.7%
96.7%
※H28.4～
11月生

100% 100%

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

乳児家庭全戸訪
問事業

13,397 14,211 17,535 18,976 ○

延べ訪問回数 41回 39回 12回 50回 100回

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

育児支援家庭訪
問事業

97 2 - - ×

9

10

11

No 課題・取組
計画期間

【課題】
資格者のいる保育
園が年1回開催で
きるよう計画の段
階から連携が必
要。

乳児家庭全戸
訪問事業の推
進
（健康課）

生後４か月までの乳児
のいる全ての家庭を訪
問し、不安や悩みを聞
き、子育てに必要な情
報提供を行い、地域の
中で子どもが健やかに
育つ環境づくりに努め
ます。支援が必要な家
庭に対しては関係機関
と連携し、必要な支援
へ繋げる。

【課題】
訪問拒否や連絡が
取れない家庭があ
る。4か月までの間
に全ての家庭への
訪問や把握が必
要。

『NPお母さんひ
ろば』の展開
（子育て支援
課）

乳幼児の保護者を対
象とし、子育ての不安
の解消を図るため、「～
自分らしい子育てを見
つけよう～『NPお母さ
んひろば』」を開催す
る。身近な地域で受講
できるよう、関係機関と
連携し、市内の各地域
で展開。

事業名
(担当課)

事業内容 評価指標
【参考】

H26実績

育児支援家庭
訪問の実施
（子育て支援
課）

ファミリーサポーターや
公立保育所の保育士
が、育児に不安や悩み
を抱える子育て家庭を
訪問し、相談を受ける
とともに、親子遊びや
情報提供をする中で、
安心して子育てできる
よう支援します。

【課題】
広報の仕方を工夫
し、事業の周知に
努め,更なる充実を
図る。
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目標２　　乳幼児の発育・発達に向けた⽀援の充実
基本施策①　　乳幼児期の健診・相談・指導体制の充実

H25実績 H31目標

95.6% 増加

H27実績 H28実績 H29目標 H31目標

乳幼児に関する
電話や窓口での
相談件数

6,398件 6,375件 5,568件 5,800件 増加

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

すこやか育児電
話相談事業

2,577 2,579 2,590 2,907 △

１歳６か月児健康
診査受診率

95.3% 96.0% 96.2% 100% 100%

３歳児健康診査
受診率

94.5% 93.6% 95.4% 100% 100%

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

○

○

３歳児健康診査
時のむし歯保有
率

18.7% 20.5% 19.6% 19%以下 15％

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

幼児健康診査事
業

7,775 8,391 8,390 8,812 ○

麻しん（ＭＲを含
む）１期・２期の接
種率

1期：99.1%
2期：94.2%

1期：90.2％
2期：92.6％

1期：97.8%
2期：93.0%

1期：95.0%
以上

2期：95.0%
以上

95%以上

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

予防接種事業 98,326 92,288 96,080 96,064 ◎

成果指標

育児について相談できる人や機関がある人の割合

12

13

14

15

No

乳幼児健康診
査の機能強化
（健康課）

身体及び精神発達上
の遅れや疾病を早期に
発見し、適切な指導を
行う。
幼児健康診査におい
て、必要に応じて心理
専門員による育児相談
を実施し、子どもの発
達や育児不安への相
談に応じる。未受診者
に対して、訪問等により
健康診査の必要性を
説明し、受診率向上に
努める。

【取組】
Ｈ27年度より、臨
床心理士の正規職
員を配置し、健診
会場で全ての相談
に応じることができ
るよう、健診の充
実に努めている。

乳幼児のむし
歯予防対策の
推進
（健康課）

幼児健康診査や各種
育児教室等の機会を
捉えて、むし歯予防の
ための指導を行う。ま
た、「歯の健康診査」
「よい歯を育てる教室」
「1歳6か月児健康診
査」時、希望者にフッ化
物塗布を行う。

【取組】
平成３０年度より１
歳６か月健診にお
けるブラッシング指
導を希望者から全
員実施へ変更予定
であり、それに向
け、Ｈ２９年度は各
会場１回実施をし、
円滑な開始に向け
準備している。
【課題】
ブラッシング手技
の習得率が低いた
め、指導の機会を
増やし、手技の定
着を図る必要があ
る。

乳幼児の保護
者に対する相
談体制の充実
（健康課）

医療費の公費負担申
請や、保健（福祉）セン
ターにおける「すこやか
育児相談」、保健師・栄
養士等による家庭訪
問、教室等での母親同
士の交流の場を通し、
仲間づくりや相談体制
の充実に努める。
また、相談専用ダイヤ
ル「すこやか育児電話
相談」を気軽に利用で
きるよう周知し、利用促
進を図る。

【課題】
他の相談機関、窓
口も増えている状
況であり、指標とし
て適切か要検討。

事業内容 評価指標
【参考】

H26実績

計画期間
課題・取組

事業名
(担当課)

幼児健康診査事
業

19,91420,69723,99522,533

予防接種の勧
奨
（保健予防課）

市報、市ホームペー
ジ、リーフレットを活用
するとともに、健康診査
受診時の接種勧奨を
行います。特に、麻しん
の予防接種について
は、麻しん征圧運動の
もと、積極的な接種勧
奨に努める。

【取組】
個別通知や市報等に
よる接種勧奨を行
い、また、幼児健診
及び就学児健診時に
接種歴の確認及び未
接種者へ接種勧奨を
行う等関係機関と連
携し、引き続き接種
率95%以上を目指す。

1歳6か月

児健診

3歳児

健診
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H27実績 H28実績 H29目標 H31目標

心肺蘇生法につ
いて情報提供及
び健康教育の回
数

14回 14回 14回 14回 30回

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

母子保健普及啓
発事業

－ － - - △

基本施策②　　食育の推進

H25実績 H31目標

94.8% 100%

H27実績 H28実績 H29目標 H31目標

食育に関する健
康教育の開催回
数

117回 129回 120回 135回 150回

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

離乳食講習会 501 503 492 552 △

基本施策③　　小児医療体制の充実

H24参考 H31目標

40.7% 60%

H27実績 H28実績 H29目標 H31目標

－ － － - - －

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

小児救急医療対
策事業

50,013 48,395 54,386 49,732 -

成果指標

三食規則正しく食べている３歳児の割合

16

No

No

No

18

17

事業名
(担当課)

事業内容 評価指標
【参考】

H26実績

計画期間

【取組】
各種教室等健康教育
の場で食育について
啓発を行っている。
平成27年度より食育
の講話を行っている
はじめての歯みがき
教室は回数を増やし
て実施している。
【課題】
教室等に参加する保
護者は比較的意識が
高い。参加しない無
関心層への働きかけ
が必要である。

小児医療体制
の充実
（保健総務課）

小児夜間急患センター
における関係機関との
協議・調整等、医療体
制の確保・整備を図
る。

乳幼児の保護
者に対する安
全管理意識の
啓発
（健康課）

乳幼児突然死症候群
の発症予防、救急法の
普及啓発、事故予防
コーナーの常設展示に
より、事故予防対策の
普及啓発を行う。

【取組】
月齢に応じたチラ
シ・ポスターを作成
し、事故予防の普
及啓発に努める。
【課題】
心肺蘇生法につい
て知っている保護
者は少なく、知識
の普及が必要。

課題・取組

事業名
(担当課)

事業内容 評価指標
【参考】

H26実績

計画期間
課題・取組

事業名
(担当課)

課題・取組事業内容 評価指標
【参考】

H26実績

計画期間

成果指標

乳幼児期にお
ける食育の推
進
（健康課）

望ましい食習慣につい
て普及啓発し、子ども
の個々の発達に応じた
「食べる力」を育むた
め、離乳食講習会や、
健診会場等での健康
教育・個別相談を行う。
食育サポートチームに
よる食育の推進を図
る。

大分市小児夜間急患センターの認知度
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目標３　　乳幼児期における教育・保育の提供
基本施策①　　認定こども園、幼稚園、保育所等の量的拡大

H31目標

0人

H27実績 H28実績 H29目標 H31目標

施設定員数 8,699人
（27.4.1現在）

9,021人
（28.4.1現在）

9,461人
（Ｈ29.4.1）

10,402人
（Ｈ30.4.1）

見込み
9,843人

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

保育所等施設整
備事業

923,280 276,233 491,299 2,292,958 ○

幼保連携型認定
こども園の施設
数

3箇所 18箇所
22箇所

（Ｈ29.3.31
現在）

27箇所
（Ｈ

30.3.31）
30箇所

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

－ － － - - ○

基本施策②　　質の高い乳幼児期の教育・保育の提供

H25実績 H31目標

78.2% 増加

H27実績 H28実績 H29目標 H31目標

研修実施回数 10回 12回 13回 54回 4回/年

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

－ － － - - ◎

No

No

課題・取組

【課題】
参加者のニーズに
応じた研修内容の
充実。

待機児童の解
消
（子ども企画
課、保育・幼児
教育課）

女性の活力による経済
社会の活性化の視点
から、仕事と子育ての
両立を支援する環境の
整備が求められてい
る。本市においても依
然として待機児童が存
在しており、その解消を
図るとともに、幼児期に
おける教育・保育を提
供するため、必要な定
員を確保する。

【取組】
既存施設の整備
や、認定こども園
への移行および保
育所等の新設によ
り、定員を拡大す
る。

乳幼児期にお
ける教育・保育
の提供
（子ども企画
課）

認定こども園には、幼
保連携型・幼稚園型・
保育所型・地方裁量型
の４類型があるが、認
定こども園の理念・意
義及び教育・保育の質
の維持・向上を図る観
点からは、将来的には
幼保連携型に集約して
いく方向で進めていくこ
とが望ましいと考えられ
る。当面は、地域の実
情に応じて、認定こども
園の普及を目指してい
くことが必要です。

【取組】
毎年幼稚園および
保育所等に対して
認定こども園への
移行に関する調査
を行い、各施設の
意向を把握する。
【課題】
施設の形態は、各
施設の判断である
ため、今後施設数
が増加するかは不
透明である。

事業名
(担当課)

事業内容 評価指標
【参考】

H26実績

計画期間
課題・取組

成果指標

就学前の教育や保育の内容に満足している保護者の割合

幼稚園教諭や
保育士等の質
の向上
（子ども企画
課、保育・幼児
教育課）

より専門性を高めるた
め、保育教諭や幼稚園
教諭、保育士等を対象
とした研修を実施。

事業名
(担当課)

事業内容 評価指標
【参考】

H26実績

計画期間

H25実績

89人(4月)
134人(10月)

21

成果指標

待機児童数

19

20
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H27実績 H28実績 H29目標 H31目標

ハローワークの
月平均有効求人
数（幼稚園教諭・
保育士）

117.5人 137人 138人 140人 減少

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

人材確保事業 0 375 824 1,003 ×

家庭や地域と連
携した教育活動
を実施した施設
の割合

80% 70% 81% 90% 100％

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

市立幼稚園子育
て支援事業

1,092 690 1,312 1,578 △

校区幼保小連携
推進協議会の設
置率

100% 100% 100% 100% 100％

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

幼保小連携に関
する研究推進事
業等

1,307 934 879 1,339 ◎

指導監督実施率 100% 100% 100% 100% 100％

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

－ － － － － ◎

基本施策③　　地域ニーズに応じた保育サービスの提供

H25実績 H31目標

46.8% 増加

H27実績 H28実績 H29目標 H31目標

設置箇所数 － 3箇所 3箇所 3箇所 3箇所

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

利用者支援 － 5,686 17,488 18,101 ◎

26

22

23

24

25

成果指標

希望した時期や時間に保育サービスを利用できたと感じる就学前の保護者の割合

No

No

幼稚園教諭や
保育士等の人
材確保
（子ども企画
課）

幼稚園教諭、保育士等
の人材を安定的に確保
するため、保育士バン
クや県やハローワーク
等の関係機関と連携を
図る。

【取組】
ハローワーク等関
係機関と連携し、
九州管内の保育士
等養成校でセミ
ナーを開催するな
ど、就職支援を行
う。
【課題】
保育士が不足して
いる。

課題・取組
事業名

(担当課)
事業内容 評価指標

【参考】
H26実績

計画期間

利用者支援事
業
（子育て支援
課）

子どもと保護者、妊婦
が必要で適切な教育・
保育施設や地域の子
育て支援事業等を円滑
に利用できるよう、相談
体制を整備する。

【取組】
家庭からの相談に
応じ、助言や情報
提供、関係機関と
の連絡調整等を行
う。
【課題】
事業の周知に努め
るとともに、支援体
制の強化を図る。

家庭や地域社
会と連携した幼
児教育の推進
（保育・幼児教
育課）

家庭の教育力や地域
の教育的資源を活用す
るなど、家庭や地域社
会と連携した教育活動
の充実に努める。

【取組】
幼児教育への理解と
協力を得るため施設
に関する情報の積極
的な発信に努める。
【課題】
地域の教育環境等を
活かした教育活動の
充実。

発達や学びの
連続性を踏ま
えた教育の充
実
（子ども企画
課）

「大分市幼保小連携推
進協議会」等の意見を
踏まえ、各小学校区等
の実態に応じて、認定
こども園、幼稚園及び
保育所等と小学校との
連携を推進する。

【取組】
校区幼保小連携推
進協議会での職員
研修の機会を多く
とり連携内容の充
実を図る。

事業名
(担当課)

事業内容 評価指標
【参考】

H26実績

計画期間
課題・取組

教育・保育施設
等の指導監督
（指導監査課）

認定こども園等の教
育・保育施設や認可外
保育施設に対する指導
監督基準により、適切
な教育・保育環境の確
保に向け、指導を行う。
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H27実績 H28実績 H29目標 H31目標

利用定員数 80人 2,405人 2,379人 2,265人 664人

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

一時預かり事業
一般型

19,710
51,332 75,705 84,507 ◎

実施施設の割合 93% 89% 84% 86% 100％

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

延長保育事業 139,166 56,633 57,348 92,500 △

利用定員数 48人 48人 48人 48人 58人

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

病児・病後児保
育事業

67,431 76,296 71,153 153,821 △

延べ利用日数
【シ】105日
【ト】　　6日

【シ】179日
【ト】　25日

【シ】312日
【ト】32日

【シ】220日
【ト】14日

【シ】220日
【ト】　14日

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

子育て短期支援
事業

667 1,142 2,003 1,971 ○

援助活動件数 2,987件 3,247件 3,623件 3,700件 3,140件

登録会員数 1,735人 1,804人 1,837人 1,880人 1,990人

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

◎

△

11,74810,25910,47611,245
子育てファミリー・

サポートセンター事
業

【取組】
新規保育所等を募
集する際、延長保
育の実施を必須条
件とする。
【課題】
幼稚園から認定こ
ども園へ移行した
施設については、
実施を希望しない
施設が多い。

【課題】
・援助会員の減少
・依頼会員、援助
会員ともに、実際
に活動した人の割
合が低く、偏りがあ
る。

事業名
(担当課)

事業内容 評価指標
【参考】

H26実績

計画期間
課題・取組

病児・病後児保
育事業
（保育・幼児教
育課）

保護者が就労している
場合等において、児童
が病気及び回復期に
自宅での保育が困難な
場合、安心して預ける
ことができる支援体制
を整備する。

【取組】
29年度病児保育施設整
備を実施する医療機関
に対する補助制度を創
設することで新規受託先
を増加させる。
【課題】
現在４箇所（大分西部、
大分南部、鶴崎、大南）
で実施しているが、地域
的なバランスから新設が
必要と考える。

子育て短期支
援事業
（ショートステ
イ・トワイライト）
（子育て支援
課）

保護者の病気・事故・
冠婚葬祭・出張などの
際に、子どもを一時的
に児童養護施設等で
預かるため、受入れ拡
大に向けた検討を行
う。

【取組】
利用希望者が可能
な限り利用できる
よう受入調整して
いく。

一時預かり事
業
（保育・幼児教
育課）

保護者の短時間勤務
や傷病・冠婚葬祭、育
児疲れの解消等の理
由で、一時的に保育を
必要とする保護者の
ニーズに応えるため、
定員を拡充。また、私
立幼稚園や認定こども
園に在園する児童を対
象に教育時間の前後
や長期休業等に預かり
保育ができる環境を提
供。

【取組】
一般型については、
一時預かりのニーズ
が高い地域を中心
に、既存施設での定
員拡大や新たな施設
での実施に取り組
む。幼稚園型につい
ては、引き続き、認定
こども園および幼稚
園で実施する。預か
り保育についても引
き続き幼稚園にて実
施する。

子育てファミ
リー・サポート・
センター事業
（子育て支援
課）

保育所や育成クラブへ
の送迎を含めて、一時
的に子どもを預かって
ほしい会員の依頼に応
じて、育児の手助けが
できる会員を紹介。関
係機関との連携によ
り、利用しやすい制度
構築に努める。

延長保育事業
（保育・幼児教
育課）

認定こども園等におい
て、保護者の就労状況
等により、保育時間を
延長して保育を希望す
る保護者のニーズに応
えるため、施設数を拡
充していく。

No

27

28

29

30

31

援助活動

件数

登録

会員数
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目標４　　知・徳・体をバランスよく育成し、⽣きる⼒をはぐくむ学校教育の推進
基本施策①　　きめ細かな指導の充実による学力の向上

H25実績 H31目標

79.3% 100%

H27実績 H28実績 H29目標 H31目標

研究推進校にお
ける公開研究発
表会の実施率

100% 100% 100% 100% 100％

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

大分っ子基礎学
力アップ推進事
業

12,373 11,091 11,164 16,182 ◎

基本施策②　　道徳教育の充実

H25実績 H31目標

90.1% 増加

H27実績 H28実績 H29目標 H31目標

「おおいた教育の
日」における道徳
の公開授業実施
率

100% 100% 100% 100%  100％

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

道徳教育推進事
業

1,836 89 65 0

大分っ子心育て
推進事業

1,513 1,886 1,955 0

◎

33

事業名
(担当課)

事業内容 評価指標

評価指標
【参考】

H26実績

計画期間
課題・取組

大分っ子基礎
学力アップ推進
事業
（学校教育課）

【参考】
H26実績

計画期間
課題・取組

事業名
(担当課)

事業内容

道徳教育の充
実
（学校教育課）

指導主事を活用した道
徳の授業研究の実施
や「おおいた教育の日」
における市内全小中学
校による道徳の授業公
開等を通じ、学校にお
ける道徳教育の充実を
図る。

【課題】
道徳の授業公開や
授業研究等を行
い、問題解決的な
学習や道徳的行為
に関する体験的な
学習等、指導方法
の工夫・改善に努
める必要がある。

成果指標

学校で子どもたちが健やかに育っていると感じる小学生の保護者の割合

No

No

成果指標

各種学力調査における全国平均以上の教科の割合

32

基礎学力向上研究推
進校を指定し、教科指
導における実践的・実
証的な研究を進める。
また、各種学力調査の
結果から、教科別の分
析や改善ポイント等を
まとめた指導資料を作
成し、各学校における
指導の充実･改善に生
かす。
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基本施策③　　心と体の健康の保持増進

H31目標

増加

増加

H27実績 H28実績 H29目標 H31目標

体力･運動能力
調査における全
国平均以上の種
目の割合

53% 73% 82% 82% 60％

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額 達成状況

大分っ子体力
アップわくわく事
業

1,862 2,039 1,770 2,410

コーディネーショ
ントレーニング

899 2,269 2,375 2,845

健康教育の開催
回数

30回 40回 27回 40回 40回

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

思春期健康教育 457 466 468 469 ×

基本施策④　　人権・同和教育の推進

H25実績 H31目標

76.7% 増加

H27実績 H28実績 H29目標 H31目標

交流活動や体験
的な活動を取り
込んだ学習の実
施割合

85% 98% 98% 100% 100％

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

じんけんハンド
ブックの作成・配
布

503 534 520 540 ○

◎

成果指標

人の気持ちが分かる人間になりたいと強く思う中学生の割合

体力の向上
（体育保健課）

34

健康教育の充
実
（健康課）

学校・家庭・専門機関
等が連携し、生涯にわ
たる心身の健康の保持
増進に必要な知識や
適切な生活習慣等を身
に付け、自分自身を大
切にするとともに、相手
も思いやることができる
よう健康教育の充実を
図る。

No

36

35

【課題】
わくわく事業につ
いては、実施校を
増やすために講師
をさらに確保する
必要がある。

【取組】
効果的な内容や方
法を検討するとと
もに、様々な学習
の場面において交
流活動や体験的な
活動の積極的導入
に努めていきた
い。

事業名
(担当課)

事業内容 評価指標
【参考】

H26実績

計画期間
課題・取組

【課題】
健康教育の対象、
PR方法等委託先と
検討していく必要
がある。

学校における
人権・同和教育
の推進
（人権・同和教
育課）

人権問題に関する知的
理解を深め、人権感覚
を身につけるために
は、さまざまな人との交
流や体験的な活動が
効果的である。地域の
人材や人権啓発セン
ター等を活用するなど
指導方法の工夫改善
に努め、その充実を図
る。

事業名
(担当課)

事業内容 評価指標
【参考】

H26実績

計画期間
課題・取組

H25実績

小学生：73.2％
中学生：85.3％

76.0%

No

周りの人も自分と同じように大切な存在だと思う中学生の割合

運動を見たり、したりするのが楽しいと感じる小中学生の割合

成果指標

体力向上のため、指導
方法の工夫・改善を図
りながら、子どもたちが
すすんで運動やスポー
ツに親しむ意識の醸成
を図る。学校での部活
動充実や、校区・地区
体育協会、総合型地域
スポーツクラブなど、地
域全体での連携・協働
した取組を推進する。

-　10　-



目標５　　学校・家庭・地域社会が一体となった開かれた学校づくりの推進
基本施策①　　開かれた学校づくりの推進

H25実績 H31目標

535,027件 540,000件

H27実績 H28実績 H29目標 H31目標

学校ホームペー
ジ更新回数

月10回 月14回 月15回 月15回  月8回

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

－ － － － － ◎

基本施策②　　地域の教育的資源の活用

H25実績 H31目標

78.8% 増加

H27実績 H28実績 H29目標 H31目標

地域人材の活用
人数

1,635人 1,382人 1,213人 1,660人 1,900人

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

生き生きサポート
事業

2,430 1,550 1,514 1,900 ×

成果指標

学校ホームページのアクセス数

成果指標

学校、家庭、地域社会が協働して「信頼される学校づくり」の取組を進めていると感じる小学生
の保護者の割合

学校ＨＰや学校便り、
学校公開等により学校
の運営状況について積
極的に情報を発信す
る。学校評議員や学校
運営協議会等を活用
し、地域の声を反映し
た学校運営に努める。

開かれた学校
づくりの推進
（市教育セン
ター）

No

37

【取組】
・放課後セミナーな
どを活用した学校
ホームページの作
成に係る相談を実
施する。
・ICT支援員を活用
しホームページ作
成の支援を行う。
・CMS・SNSを利用
したホームページ
作成システムの検
討（県教委との連
携を含む）

事業名
(担当課)

生き生き学習
サポート事業等
（学校教育課）

専門的知識・技能や豊
富な経験を有する人材
を、学校教育支援員と
して登録して小中学校
に派遣する。また、各
学校独自で人材バンク
を整備し、外部人材を
活用した教育活動の充
実を図る。

【取組】
小中学校、義務教
育学校の依頼に応
じて、市内全域に
学校教育支援員の
派遣を行います。
また、学校ごとに
地域人材の活用を
一層図ります。

事業名
(担当課)

事業内容 評価指標
【参考】

H26実績

計画期間
課題・取組

事業内容 評価指標
【参考】

H26実績

計画期間
課題・取組

38

No
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基本施策③　　放課後の居場所づくり

H25実績 H31目標

制度なし 100%

H27実績 H28実績 H29目標 H31目標

児童育成クラブ
定員

3,244人 3,709人 4,669人 5,102人 4,082人

指導員研修実施
回数(年間)

4回 4回／年 5回／年 7回／年 5回

児童育成クラブ
支援体制の整備

検討
指導件数

324件
指導件数

516件
指導件数

500件 実施

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

施設整備費 78,496 221,196 250,162 255,000

◎

指導員研修 8,948 0 0 0

◎

コーディネーター
事業

－ 5,639 5,785 5,933

◎

一体型の児童育
成クラブと放課後
子ども教室が整
備されている小
学校区の割合

10% 10% 19% 23% 30%

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

おおいたふれあ
い学びの広場推
進事業

3,235 2,890 2,720 5,085 △

40

事業内容
計画期間

課題・取組

児童育成クラブ
事業（子育て支
援課）

・就労等により昼間保
護者がいない家庭の小
学生に対し、放課後に
適切な遊びや生活の
場を提供し、健全育成
を図る事業。
・各小学校区毎の利用
ニーズに応じた提供体
制を確保するため、余
裕教室の活用をはじめ
とする施設の整備を図
る。
・資格取得をはじめとす
る指導員の資質向上、
放課後児童支援コー
ディネーターによる配
慮が必要な児童への
対応の充実、開所時間
の拡充等により、事業
の質的向上を図る。

【取組】
・施設整備や民間
事業者の活用によ
る提供体制の拡
充。
・指導員の資質向
上を目的とした研
修制度の充実。
・指導員の待遇改
善による人材確
保。
・運営委員会に対
する支援の充実。

【課題】
・将来のクラブ利用
ニーズに対応した
整備計画の策定。
・地域や学校・教育
委員会との連携強
化。
・指導員の資質向
上と人材確保。
・中長期的視点か
らのクラブ運営体
制の検討。

放課後子ども
総合プランの推
進
（社会教育課）

・教育委員会と福祉保
健部局の連携のもと、
児童が放課後において
多様な体験活動を通じ
て過ごすことができるよ
う、余裕教室の活用等
について検討を進め
る。
・放課後子ども教室と
児童育成クラブの一体
的な取り組みに向け
て、関係者と情報交換
を図りながら、放課後
子ども総合プランの推
進を図る。

【取組】
育成クラブの関係
者が実行委員会の
メンバーとなるよ
う、協力を呼びか
ける。

事業名
(担当課)

成果指標

指導員の有資格者数

評価指標
【参考】

H26実績
No

39

クラブ

定員

研修実施

回数

クラブ支

援体制

整備
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目標６　　安心・安全な学校づくりの推進
基本施策①　　いじめ・不登校対策の充実

H25実績 H31目標

560件 減少

582人 減少

H27実績 H28実績 H29目標 H31目標

スクールカウンセ
ラー配置校にお
ける校内研修会
等の実施率

55.3% 53% 62.5% 増加 増加

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

生徒指導関係事
業（いじめ、不登
校等対策協議
会）

68 63 63 63 ◎

基本施策②　　危機管理体制の確立

H25実績 H31目標

90.1% 増加

H27実績 H28実績 H29目標 H31目標

児童生徒、保護
者を対象とした研
修会の実施率

100% 100% 100% 100%  100％

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

教育の情報化推
進事業

0 0 0 0 ◎

－ － － － － －

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

－ － － － － －

いじめ･不登校
等対策の充実
（学校教育課）

計画期間事業名
(担当課)

事業内容

「いじめ防止基本方針」
に基づいた取組や、大
分市いじめ・不登校対
策協議会の開催、ス
クールカウンセラー・ス
クールソーシャルワー
カー等の活用による教
職員へのカウンセリン
グ技術の指導・助言等
により、相談体制の整
備・充実に取り組む。
小中連携シートの活用
により、中一ギャップの
解消を図る。

41

学校で子どもたちが健やかに育っていると感じる保護者の割合

42

43

No
事業名

(担当課)
事業内容 評価指標

【参考】
H26実績

計画期間
課題・取組

情報モラル教
育の充実
（市教育セン
ター）

指導主事等を学校に派
遣し、教職員を対象とし
た研修会や児童生徒・
保護者を対象とした
「ネット安全教室」等を
開催し、情報モラル教
育の充実を図る。

【取組】・情報モラ
ルの出前授業を継
続実施する。
・情報モラル教育
について保護者等
と連携した学校内
の体制づくりを促
進する。

安全教育の推
進
（学校教育課）

外部講師による安全講
話や自転車安全教室
の開催、視聴覚教材や
通学路安全マップを活
用した指導等を積極
的・計画的に実施し、
安全教育・指導の充実
に努める。

【取組】
日常の指導ととも
に、小学校３年生
において、自転車
交通安全教室を実
施するなど、安全
教育・指導の充実
に努めます。

課題・取組

小中学校におけるいじめの認知件数

不登校（30日以上欠席）児童生徒数

成果指標

評価指標
【参考】

H26実績
No

【取組】
大分市いじめ・不
登校対策協議会の
内容を学校の指導
にいかすとともに、
各学校の「いじめ
防止基本方針」に
基づいた取組、ス
クールカウンセ
ラー、スクールソー
シャルワーカー等
の活用等、教職員
の指導力の向上に
努め、教育相談体
制の充実を図りま
す。

成果指標

-　13　-



H27実績 H28実績 H29目標 H31目標

「薬物乱用防止
教室」の開催学
校数

85校 87校

87校
（市内全
小中学

校）

85校
（全市立

学校）
 89校

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

薬物乱用防止教
室

－ － - - ○

基本施策③　　学校施設の整備・充実

H25実績 H31目標

－ 100%

H27実績 H28実績 H29目標 H31目標

小中学校の天井
材や照明器具等
の非構造部材の
耐震化率

校（園）舎の
非構造部材
の調査を実
施

都市ガス耐
震化の実
施12校
（園）

都市ガス耐
震化の実
施5校（園）
バスケット
ゴールの改
修3校

－ 　100％

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

体育館のバス
ケットゴールの改
修やガス管の改
修

12,911 27,504 16,831 － ◎

評価指標
【参考】

H26実績

飲酒･喫煙・薬
物乱用防止教
育の充実
（体育保健課）

健康･安全に関する校
内組織を強化し、学校
医や学校薬剤師、警察
署等と連携するととも
に、学校や家庭におけ
る飲酒･喫煙･薬物乱用
防止に関する教育の充
実を図る。

成果指標

天井材や照明器具類の非構造部材の耐震化率

事業名
(担当課)

事業内容

45

44

No

No

【取組】
薬物乱用防止教室
を全小中学校で引
き続き実施する。
＜課題＞
児童生徒の発達の
段階に応じた指導
内容と指導形態の
工夫。

学校施設の整
備･充実
（学校施設課）

【取組】
平成28年度末で目
標達成済み。

事業名
(担当課)

事業内容 評価指標
【参考】

H26実績

計画期間
課題・取組

学校施設の天井材や
照明器具等の非構造
部材の耐震化を積極
的かつ計画的に推進
するとともに、安心安全
な学校環境づくりに努
めます。

計画期間
課題・取組
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目標７　　子どもと家庭へのきめ細かな⽀援
基本施策①　　障がいのある子どもと家庭への支援

H25実績 H31目標

85.3% 増加

H27実績 H28実績 H29目標 H31目標

療育相談件数 1,381件 1,122件 1,099件 1,300件 1,550件

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

地域療育等支援
事業

17,873 14,154 13,637 15,000 △

療育機関に繋げ
た割合

74% 83％ 67% 80% 90％

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

にこにこルーム
運営事業

10,183 10,175 10,412 10,505 ×

特別支援保育を
実施している保
育園数

32園
39園

（公11私28）
40園

（公10私30） 45園 31園

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

特別支援保育事
業

29,656 35,588 48,340 54,271 ◎

利用児童数
実数…436人
延べ人数…

58,250人

実数…514人
延べ人数…

74,735人

実数…635人
延べ人数…

96,447人
増加 増加

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

放課後等デイ
サービス

506,014 671,235 879,006 950,000 ○

利用児童数
実数…262人
延べ人数…

27,473人

実数…281人
延べ人数…

29,685人

実数…304人
延べ人数…

33,505人
増加 増加

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

児童発達支援 287,695 310,672 353,881 350,000 ○

利用児童数
実数…7人

延べ人数…
48人

実数…18人
延べ人数…

86人

実数…21人
延べ人数…

50人
増加 増加

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

保育所等訪問支
援

11,207 937 632 1,100 ○

51

50

保育所等での集団保
育が可能な場合、個々
の障がいの状況や発
達の特性に応じた教
育・保育を行なう。

放課後等デイ
サービス
（障害福祉課）

授業の終了後または学
校の休業日に、児童発
達支援センター等の施
設に通わせ、生活能力
の向上のために必要な
訓練、社会との交流の
促進その他必要な支援
を行う。

46

事業名
(担当課)

事業内容 評価指標
【参考】

H26実績

障がい児に対
する地域療育
等の支援
（障害福祉課）

発達の遅れが疑われ
る乳幼児に対し、専門
職員による巡回療育相
談等により、療育機関
での支援に繋げる。在
宅障がい児の地域で
の生活を支えるため、
訪問や外来等により、
専門職員が療育指導・
相談を行う。

【取組】
連携機関との連
携、情報共有を図
る。
【課題】
事業実施における
専門職員の確保。

にこにこルーム
での支援の充
実
（子育て支援
課）

ことばや発達に不安の
ある、おおむね1歳6か
月から就学前までの子
どもとその保護者に通
所してもらい、保育をと
おして発達を促すととも
に、保護者の子育て支
援を行う。

【取組】
保健所との連携を
深め「にこにこ広
場」の充実を図る。

就学前の障がい児を対
象に、日常生活におけ
る基本的な動作の指
導、知識技能の付与、
集団生活への適応訓
練、その他必要な支援
を行う。

【課題】
保健所・支援機関
との連携。

保育所等訪問
支援
（障害福祉課）

保育所などを訪問し、
現在利用している障が
い児、または利用する
予定のある障がい児を
対象に、集団生活に適
応するための専門的な
支援を行う。

【取組】
保育所（園）・幼稚
園・学校との連携。
【課題】
連携の図り方。

【取組】
学校との連携を図
る。
【課題】
連携の取り方。

児童発達支援
（障害福祉課）

課題・取組

成果指標

障がい児を養育する家庭に対する支援に満足している保護者の割合

No

47

48

49

計画期間

特別支援保育
の推進
（保育・幼児教
育課）
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H27実績 H28実績 H29目標 H31目標

発達障がい児巡
回専門員派遣回
数

17施設
18回

10施設
12回

19施設
21回

増加 増加

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

巡回専門員派遣
事業

1,167 745 1,296 4,848 ○

巡回相談会の実
施回数

6回 8回 10回 10回 10回

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

教育相談・特別
支援教育推進事
業

11,207 17,587 49,049 84,386 ◎

基本施策②　　ひとり親家庭の自立支援

H25実績 H31目標

43% 50%

H27実績 H28実績 H29目標 H31目標

講習会参加延べ
人数

877人 747人 727人 800人 800人

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

ひとり親家庭支
援プラザ

79 79 115 157

母子家庭等就
業・自立支援セン
ター負担金

1,203 1,203 1,211 1,217

福祉資金貸付件
数

116件 64件 63件 100件 185件

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

母子父子寡婦福
祉資金貸付事業
費

44,027 25,664 25,214 100,000 ×

○

No

No

事業名
(担当課)

事業内容 評価指標
【参考】

H26実績

計画期間
課題・取組

自立促進のた
めの経済的支
援
（子育て支援
課）

ひとり親家庭等医療費
助成事業等による経済
的負担の軽減を図る。
母子寡婦福祉資金貸
付制度の支援施策の
対象を父子家庭に拡大
（平成26年10月～）

【取組】
ひとり親家庭等の
自立を支援するた
めの各種貸付につ
いて、市報やホー
ムページ等、また
相談を受ける中で
周知を図る。
【課題】
償還率をあげる。

発達障がい児
巡回専門員派
遣事業
（子ども企画
課）

保育所や幼稚園等の
施設に専門職員を派遣
し、施設スタッフや保護
者に対し、障害の早期
発見・早期対応のため
の助言等の支援を行
う。

【取組】
委託機関との連
携、情報共有を図
る。

特別支援教育
の推進
（市教育セン
ター）

次年度就学予定の障
がいのある幼児の保護
者を対象に特別支援教
育担当者等が公民館
において、一人一人の
子どもの障がいの特性
に応じた就学相談を実
施する。

【課題】
早期からの相談・
支援に繋げるため
の関係機関との連
携。

事業名
(担当課)

事業内容 評価指標
【参考】

H26実績

計画期間
課題・取組

ひとり親家庭等
の就業及び生
活支援の推進
（子育て支援
課）

・母子家庭等就業・自
立支援センターにおい
て、自立支援プログラ
ムを作成し就業情報を
提供
・ひとり親家庭支援プラ
ザにおいて、自立支援
員による相談や資格取
得講習会を実施
・母子生活支援施設に
おいて、入所者の生活
全般の相談に応じると
ともに、学校等の関係
機関と連携し、早期自
立を促す。
・関係機関との連携に
よるケースに応じたき
め細かな対応により、
必要な支援が適切に
届くように努める。

成果指標

母子家庭等就業・自立支援事業における就職率

54

55

52

53
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基本施策③　　児童虐待の早期発見と対応の強化

H25実績 H31目標

2.6% 減少

H27実績 H28実績 H29目標 H31目標

「中学校区子ども
を守る地域ネット
ワーク会議」の全
校区開催

全校区
（27校区）

全校区
（27校区）

全校区
（27校区）

全校区
（27校区）

全校区
(27校区)

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

－ － － - - ◎

訪問回数

272回
ヘルパー派
遣：6世帯(延

べ49回)
専門職員派

遣：
42世帯(延べ

223回)

362回
ヘルパー派
遣：3世帯（延
べ42回）、専
門職員派遣：
74世帯（延べ

320回）

383回
ヘルパー派
遣：2世帯（延

べ17回）
専門職員派
遣：109世帯
（延べ366回）

390回 増加

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

養育支援訪問事
業

196 168 68 600 ○

関係機関との連
携会議開催回数

134回 151回 196回 増加 増加

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

－ － － - - ○

児童虐待の相談
対応件数

649件 658件 636件 増加 増加

事業費
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

－ － － - - △

成果指標

児童虐待相談のうち、重症度の高い相談の割合

No

「子ども虐待防止の手
引き」や子ども家庭支
援センターリーフレット
の配布、講演会等の開
催など、市民や地域関
係者に向け、児童虐待
防止や虐待に関する通
告義務の徹底について
の広報・啓発活動に取
り組みます。

要保護児童対
策地域協議会
の充実・強化
（子育て支援
課）

児童虐待の予防や、早
期発見・早期対応、虐
待を受けた子の心身の
ケア等、切れ目のない
支援の充実を図るた
め、「要保護児童対策
地域協議会」を中心と
した関係機関の連携強
化や活性化を推進す
る。
「中学校区子どもを守
るネットーワーク会議」
により、地域が一体と
なった要保護児童等の
支援を行う。

養育支援訪問
事業
（子育て支援
課）

乳児家庭全戸訪問事
業等により養育支援が
必要と判断される家庭
に対して、ヘルパーに
よる育児・家事援助や
保健師等専門職員の
訪問による指導・助言
により、個々の家庭の
抱える養育上の諸問題
の解決・軽減を図る。

関係機関との
連携強化
（子育て支援
課）

保護や支援を要する子
どもに適切に対応する
ため、大分県中央児童
相談所との連携・協力
体制の強化を図りま
す。
また、庁内ネットワーク
である「大分市児童虐
待問題等特別対策
チーム」の相互の連携
体制を強化します。

計画期間

56

57

58

59

課題・取組

【取組】
庁内関係課及び大
分県中央児童相談
所等との密接な連
携・協力により、要
保護児童等へ適切
な支援を行う。

【取組】
子育て支援・児童
虐待防止啓発講演
会を毎年度開催す
る。市民向けの広
報・啓発について
検討が必要。

【取組】
各中学校区内の関
係機関による地域
支援ネットワーク
の充実を図る。

【取組】
育児に関して支援
が必要な家庭に対
して、ヘルパーや
保健師等の訪問を
積極的に推進す
る。

事業名
(担当課)

事業内容 評価指標
【参考】

H26実績

児童虐待防止
のための広報・
啓発
（子育て支援
課）
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基本施策④　　相談体制の充実

H25実績 H31目標

3.5% 減少

H27実績 H28実績 H29目標 H31目標

子どもに関する
相談件数

1,909件 1,734件 2,118件 増加 増加

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

－ － － - - ○

ＤＶに関する相談
件数

延べ971件 延べ1,069件 延べ810件 増加 増加

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

－ － － - - △

成果指標

育児に関する相談先がいない人の割合

No

60

61

子どもに関する
相談体制の充
実
（子育て支援
課）

子どもに関する市民に
身近な相談窓口とし
て、中央・東部・西部に
「子ども家庭支援セン
ター」を設置し、複雑・
多様化する相談にきめ
細かな対応。相談内容
に応じて、学校や保育
所等との連携を図ると
ともに、必要に応じて専
門の医療機関や療育
機関での支援に繋げ
る。

【取組】
相談に対してきめ
細かな対応ができ
るよう、各種研修
への積極的な参加
により、職員の対
応・支援のスキル
アップを図る。

DVに関する相
談・支援体制の
充実
（子育て支援
課）

【取組】
相談に対してきめ
細かな対応ができ
るよう、各種研修
への積極的な参加
により、職員の対
応・支援のスキル
アップを図る。

中央子ども家庭支援セ
ンター内にDV相談担当
を配置し、配偶者等か
らの暴力（DV）に関す
る相談・支援を行う。婦
人相談所等の関係機
関や支援団体との連携
を強化し、相談・支援体
制の充実を図る。
男女共同参画センター
でも、女性からの相談
内容に応じ、専門機関
へ繋げる等の支援を
行っている。

評価指標
【参考】

H26実績

計画期間
課題・取組

事業名
(担当課)

事業内容
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目標８　　子どもと子育てを⽀える社会づくり
基本施策①　　地域における子育て支援拠点の整備と充実

H25実績 H31目標

1,138件 増加

H27実績 H28実績 H29目標 H31目標

子育てサロン・
サークル支援回
数

27回 45回 61回 60回 36回

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

－ － － - - ◎

こどもルーム年
間延べ利用者数

302,035人 297,728人 308,704人 300,000人 300,000人

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

こどもルーム事
業

95,725 97,326 95,320 130,764 ◎

地域の子育て支
援者の参加人数

162人 217人 241人 250人 150人

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

子育ての集い 152 125 132 181 ◎

基本施策②　　地域住民との連携による子どもや家庭への支援促進

H31目標

増加

H27実績 H28実績 H29目標 H31目標

延べ参加者数 25,495人 26,606人 29,896人 24,000人 26,000人

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

地域コミュニティ
子育て応援事業

3,674 4,670 4,596 5,503 ◎

成果指標

子育て交流セ
ンターでの総合
的な子育て支
援の推進
（子育て支援
課）

事業名
(担当課)

子育て交流センター
に、地域子育て支援
室、こどもルーム、ファ
ミサポ等の子育て支援
機能を集約し、総合的
な相談・支援体制を敷
く。核となる地域子育て
支援室では、育児相談
や子育て情報の提供を
図るとともに、地域で活
動している子育て団体
と連携を図り、地域の
子育て力の強化を図
る。

事業名
(担当課)

事業内容
計画期間【参考】

H26実績
評価指標

62

63

64

No

子育ての集い
（社会教育課）

こどもルームでの育児等相談件数

【課題】
地域子育て支援
室、こどもルーム、
サロンを運営して
いる地域のボラン
ティアが連携し、地
域力の強化を図
る。

こどもルーム事
業
（子育て支援
課）

市内１１か所にこども
ルームを設置し、親子
の遊び場を提供し、親
や子の交流を図るとと
もに、育児相談も行い、
身近な地域で安心して
子育てできる環境を整
備する。

【取組】
地域子育て支援室
による子育てサロ
ンの訪問支援に同
行し、連携を図る。
【課題】
育児相談等の支援
体制の充実、職員
の資質向上。

課題・取組

65

地域コミュ二
ティ子育て応援
事業
（子育て支援
課）

地区公民館で、「子育
ての集い」「乳幼児家
庭教育学級」「子ども対
象教室・講座」等を開
催することにより、子ど
もの発達や心理、遊び
等について学習する機
会を提供し、家庭の教
育力の充実を図るとと
もに、地域で子どもを
育てるためのネット
ワークづくりを推進しま
す。

【課題】
地域の子育て支援
者や子育て支援団
体の参加。

地域のボランティアを
主体とし、未就学児と
その保護者が気軽に
集まれる場の提供を行
う団体に活動費の助成
を行う。地域の人に見
守られながら参加者同
士で交流を深めたり、
情報交換を行うなど、
住み慣れた地域で安心
して子育てができる環
境づくりを行う。

【課題】
現在事業参加して
いない９サロンに
ついて、事業参加
してもらうための取
組が必要。

課題・取組

H25実績

就学前：55.1%
小学生：62.9%

計画期間
事業内容 評価指標

【参考】
H26実績

成果指標

地域で子育てが支えられていると感じる保護者の割合

No
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H27実績 H28実績 H29目標 H31目標

「ご近所の底力再
生事業」申請自
治会の割合

85.0% 89.1% 89.1% 90.0% 88%

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

ご近所の底力再
生事業

31,486 31,244 30,977 31,563 ◎

民生委員児童委
員からの通告・相
談件数

23件 23件 36件 増加 増加

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

－ － － - - ○

地域主体型実施
校区数

27校 26校 28校 31校 30校区

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

おおいたふれあ
い学びの広場推
進事業

3,235 2,890 2,720 5,085 ○

参加ボランティア
団体数

521団体 547団体 560団体 570団体 550団体

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

あいさつOITA+１
運動

4,152 2,824 2,512 1,050 ◎

研修会の実施回
数

28回 30回 37回 37回 30回

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

子ども会育成指
導者研修会

66 77 197 273 ◎

基本施策③　　子どもが安心して暮らせる地域づくりの推進

H25実績 H31目標

26件 減少

H27実績 H28実績 H29目標 H31目標

防犯パトロール
活動団体数

571団体 581団体 582団体 585団体 600団体

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

防犯灯補助事業 151,127 131,278 122,006 125,637 ○

登下校時の事故件数

【取組】
新要綱を受け、地
域主体型への移行
に向けた地域との
協議を強力にすす
める。

あいさつOITA
＋１運動
（社会教育課）

あいさつに一言をプラ
スして会話へと広げ、
人と人との絆を深める
ことで、地域ぐるみの子
育てに取り組む機運を
醸成する。

【課題】
社会全体で子育て
を支援することが
できるように、地域
ネットワークの構
築を進める必要が
ある。

子ども会支援
事業
（社会教育課）

子ども会のリーダーを
育成する「子ども会リー
ダー研修会」、地域の
子ども会指導者として
の実践力を養う「子ども
会指導者研修会」を１３
地区公民館で行い、子
ども会の活動を支援す
る。

【取組】
複数回の実施に向
けた働きかけを行
う。

市民の自主的
な安全活動の
推進
（市民協働推進
課）

「生活安全推進協議
会」を中心として、市報
への掲載、パンフレット
の全戸回覧、自主防犯
パトロールの実施など
により安全意識高揚を
図る。

事業内容 評価指標
【参考】

H26実績

計画期間
課題・取組

事業名
(担当課)

成果指標

66

71

67

68

69

70

おおいたふれ
あい学びの広
場推進事業
（社会教育課）

地域住民や団体・グ
ループ等が自己の学
習成果や経験を活かし
て、学校を中心とした
身近な場所で子どもの
体験活動を中核とした
事業に取り組む。

民生委員児童
委員、主任児
童委員に対す
る支援（大分市
民生委員児童
委員庁内サ
ポート会議）
（福祉保健課）

評価指標
【参考】

H26実績

No

地域福祉の最前線に
活動する民生委員・児
童委員の活動を庁内
関係課で連携し、制度
横断的な支援を行う。
また、地域の青少年健
全育成諸団体との連携
の強化を図り、青少年
の健全な育成に努め
る。

ご近所の底力
再生事業
（市民協働推進
課）

No
事業名

(担当課)
事業内容

【取組】
28年度に実施したア
ンケート結果を踏ま
え、関係各課にて対
応を検討し、その結
果を大分市民生委員
児童委員協議会校区
会長会にて報告を
行った。
引き続き、民生委員・
児童委員活動の負担
軽減に努める。

自治会が行う子どもの
見守り活動や伝統行事
の継承活動などに対し
財政上の支援をし、地
域における青少年の健
全育成や世代間交流
の促進を図る。

課題・取組
計画期間

【取組】
職員が自治会長等
に直接面会し呼び
かけをするなどし
て申請率の向上を
図っている。
【課題】
地域活動がほとん
どない地域では、
申請が困難。
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H27実績 H28実績 H29目標 H31目標

ボランティア登録
者数

31,271人 31,074人 32,220人 32,000人

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

－ － － - - ◎

多目的トイレ設置
数(累積)

116箇所 120箇所 128箇所 136箇所 148箇所

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

整備事業等 43,709 50,562 31,050 80,297 ○

市道における歩
道等の整備延長

累計
16.79km

累積
20.29km

累計
22.59km

累計
25.09km

累積
23.13km

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

整備事業 205,364 256,920 469,712 841,144 ○

基本施策④　　経済的支援

H31目標

減少

H27実績 H28実績 H29目標 H31目標

－ － － － －

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

児童手当給付 8,403,130 8,318,359 8,258,755 8,388,555 －

未就学児申請率 98% 98% 98% 増加 増加

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

医療費助成 1,145,246 1,162,424 1,191,200 1,292,332 △

－ － － － － －

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

就学援助事業 527,853 533,979 526,153 650,466 －

減免者数 269人 320人 800人 - 増加

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

第３子以降３歳未
満児の保育料の
軽減事業

32,283 42,189 209,066 - ○

No

児童手当
（子育て支援
課）

安心・安全な通
学路の確保
（道路建設課）

計画期間
課題・取組

中学校終了までの児童
を養育する人を対象に
年３回、手当てを支給。

こどもの安全見
守りボランティ
ア活動支援事
業
（学校教育課）

保護者や地域の協力
を得ながら子どもの登
下校を見守る体制の整
備・充実を図る。

【取組】
学校が中心とな
り、ＰＴＡや地域関
係者に登録の拡大
を呼びかけ、見守
り態勢の充実に努
めます。

みんなが利用
できる公園整備
（公園緑地課）

事業名
(担当課)

事業内容 評価指標
【参考】

H26実績

計画期間
課題・取組

小中学校が通学路の
安全点検を行い、必要
に応じて通学路の見直
しを行う。危険個所に
ついては、大分市交通
問題協議会において関
係機関が連携して改善
に取組み、登下校時に
おける児童・生徒の安
全対策を図る。

No

78

75

76

77

72

73

74

子育てにかかる経済的負担が大きいと感じる保護者の割合

成果指標

子ども医療費
助成
（子育て支援
課）

市内在住の中学生まで
の子どもの保護者が支
払う医療費の一部を助
成。

就学援助事業
（学校教育課）

経済的理由によって小
学校または中学校への
就学が困難な児童・生
徒の保護者に対して、
学用品費・給食費・医
療費等を助成。

第３子以降３歳
未満児の保育
料の軽減事業
（保育・幼児教
育課）

認可保育所に入所して
いる第３子以降の３歳
未満児の保育料につ
いて、兄弟入所の軽減
を受けていない場合に
半額を減免（一部全額
減免）。

地域の中での憩いの
場として、地域住民の
ニーズにあった施設・
景観づくりを推進。

事業名
(担当課)

事業内容 評価指標
【参考】

H26実績

H25実績

就学前：52.9％
小学生：65.7％

【取組】
28年度から本事業は
拡充し、所得制限の
撤廃に加え、対象を3
歳未満の第3子以降
を第2子以降とした。
保育料は第2子半額
免除、第3子以降全
額免除とした。該当
者が漏れなく軽減を
受けられるよう、引き
続き、保育所入所の
手引き、HP、窓口等
で周知を図る。

【取組】
今後も引き続き危
険個所については
速やかに対応を行
う。
【課題】
増大していく事業
費の安定的な確保
も必要となってく
る。
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目標９　　仕事と子育ての両⽴⽀援
基本施策①　　ワークライフバランスに向けた機運の醸成

H31目標

増加

H27実績 H28実績 H29目標 H31目標

延べ表彰企業数 延べ7社 8社 9社 10社 11社

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

表彰事業 64 78 94 160 ○

HPでのワークラ
イフバランス情報
更新回数

8回 9回 4回 10回 11回

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

－ － － - - △

ワークライフバラ
ンス県民セミナー
参加者数

180人 なし なし なし 200人

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

ワークライフバラ
ンス県民セミナー

0 0 0 0 -

基本施策②　　男性の育児参加の促進

H25実績 H31目標

2.27% 増加

H27実績 H28実績 H29目標 H31目標

講座開催数 8回 9回 10回 11回 8回

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

育児講座 57 26 22 84 ◎

82

79

80

81

成果指標

市内企業における男性職員の育児休業取得率

事業所・市民向
けセミナーの開
催
（商工労政課）

仕事と家庭の両立支援
に関するセミナーを開
催し、事業所や市民へ
の意識の醸成を図りま
す。また、男女共生講
座の中でワークライフ
バランスをテーマとして
取り上げることで参加
者の意識の向上を図り
ます。

【参考】
H26実績

計画期間

父親向け育児
講座の開催
（子育て支援
課）

父親を対象にした育児
の講座を開催し、父親
の育児参加を促進しま
す。

評価指標

【就学前】　母…61.0%
父…52.2%

【小学生】　母…69.6%
父…57.0%

成果指標

仕事と家庭が両立できていると感じる保護者の割合

市報や市ホー
ムページを活
用した啓発
（商工労政課）

市報や情報誌、市ホー
ムページ等を活用し、
市民に対してワークラ
イフバランスに関する
啓発を行う。国の動き
や全国的な取組を把握
しながら、情報発信の
充実に努める。

子育て支援に積極的な
取組を行っている中小
企業を表彰し、広く市
民に広報することによ
り、子育て環境の充実
や啓発を行うとともに
子育て支援意識の醸
成を図る。

【課題】
表彰制度の認知度
向上を通じたワー
クライフバランス実
現に向けた機運醸
成。

No

No

課題・取組

H25実績

課題・取組
事業名

(担当課)
事業内容

事業名
(担当課)

事業内容

【課題】
より参加者を増や
すための広報の方
法などを検討して
いく必要がある。

【取組】
セミナーはH27年
度は県の単独開
催、H28年度に事
業廃止している。
＜課題＞
本市として、セミ
ナーのほかにワー
クライフバランスを
促す取組が必要。

評価指標
【参考】

H26実績

計画期間

子育て支援中
小企業表彰制
度
（子育て支援
課）
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基本施策③　　若者の自立支援

H25実績 H31目標

70.5% 増加

H27実績 H28実績 H29目標 H31目標

中学校での実施
校数

22校 25校 27校 27校 27校

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

ヤングキャリアア
ドバイザー

635 654 731 912 ◎

事業所見学会の
参加延べ人数

113人 121人 133人 増加 増加

事業費(単位：千円)
(主な事業)

H26
決算額

H27
決算額

H28
決算見込額

H29
予算額

達成状況

事業所見学会、
就労支援セミ
ナー

32 169 169 711 ○

83

84

成果指標

将来の夢や希望を持っていると答える中高生の割合

事業名
(担当課)

事業内容No 評価指標
【参考】

H26実績

計画期間
課題・取組

【取組】
就労応援セミナー
が求職者にとって
より効果的なもの
となるよう見直しを
検討する。

若年者等への
キャリア形成支
援
（商工労政課）

若年労働者が仕事内
容や体験談などを中学
生に講演することで、
職業人としての自覚を
再確認するとともに、中
学生の職業意識向上
を図る。

【課題】
講師の職種・事業
所の拡大、内容の
充実。

若年層への就
労支援
（商工労政課）

求職中の若者を対象と
した事業所見学やセミ
ナー開催により、就職
活動を支援する。大分
市立エスペランサ・コレ
ジオにおいて、勤労青
少年を対象とした資格
取得をサポートする講
座等を開講。
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新たな取組（新規事業）等新たな取組（新規事業）等

H29予算額

① 1-②
孫育て応援事業
（子ども企画課）

近年、祖父母世代の子育てへの参画が
期待されている一方、子育て方法の常
識が変化してきていることにより、親世
代と祖父母世代の間にギャップが生じ
ていることもある。そこで、昔と今の子育
て方法の違い等を示した手帳の作成・
配布を行うとともに、その内容のフォ
ローアップとして祖父母世代を対象とし
た孫育て応援教室を開催することで、
世代間のトラブルの防止やギャップの
解消を図り、子育て環境の改善につな
げる。

H29.4～ 2,043

② ２-①
歯と口の健康づくり事業
（体育保健課）

歯みがき指導・食に関する指導・フッ化
物の活用（フッ化物洗口）を三本柱とし
て児童生徒の歯と口の健康づくりを推
進し、歯と口の健康づくりを将来にわ
たって自律的に取り組む児童生徒の育
成を図る。

H29.4～ 13,496

③ ３－③
病児保育施設整備事
業補助金
（保育・幼児教育課）

病児保育事業を実施する医療機関に対
し、施設を整備するための費用の一部
を補助する。

H29.4～ 71,271

④ ４－①
大分市子どもの学習支
援事業
（生活福祉課）

所得格差と教育格差との関連が指摘さ
れる中、家庭環境に左右されず、子ども
の学力が保障されるよう、本市内に居
住する生活保護受給世帯又は就学援
助受給世帯等に属する、中学生又は特
別支援学校生（中等部）等を対象に、学
習塾にかかる費用の一部を助成して学
力の向上を支援する。

H29.4～ 77,000

⑤ ７－①
特別支援教育メデイカ
ルサポート事業
（教育センター）

日常的に医療的ケアが必要な児童生
徒が在籍している学校に、訪問看護ス
テーションへの委託により、たんの吸引
や導尿などの医療的ケアを実施するこ
とで、安全な学校生活及び保護者の負
担軽減等合理的配慮を図り、教育機会
を保障する。

H29.4～ 21,425

⑥ ８－②

地域多世代ふれあい
交流事業
（子育て支援課、長
寿福祉課）

老人クラブ等が、子ども及びその親
と一緒に調理や食事をしたり、宿題
や遊びを通して多世代交流を行うこ
とにより、高齢者の生きがいづくりと
社会参加を促すとともに、子どもに
対する食育の推進及び社会性を学
ぶ場を提供する。

H29.8～ 2,316

⑦ ８－③
子どもの居場所づくり
事業（モデル事業）
（子育て支援課）

ひとり親家庭や共働き家庭等の小
１～中３を対象に、学習支援や生活
支援等を通じて基本的な生活習慣
を確立と心身の健やかな成長を図
る「子どもの居場所」をモデル的に
開設し、運営を行う。

H29.7～ 5,285

⑧ ８－④
実費徴収に係る補足給
付事業
（保育・幼児教育課）

認可保育所等を利用する生活保護世
帯等が支払う日用品、文房具等の購入
に要する費用又は行事への参加に要
する費用等の一部を補助する。
① 給食費（1号認定のみ）月額4,500円
② 教材費・行事費等　月額2,500円

H29.4～ 2,940

番号

事業費（千円）
プラン区分

（目標－基本施策）

事業名
（担当課）

事業概要
事業開始

（事業期間）
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■目標別達成状況
達成状況※１（事業数）

◎ ○ △ × - 合計

目標１ 4 2 5 1 0 12 50.0%

目標２ 1 3 3 0 0 7 57.1%

目標３ 6 3 4 1 0 14 64.3%

目標４ 3 1 0 1 0 5 80.0%

目標５ 4 0 1 1 0 6 66.7%

目標６ 3 1 0 0 0 4 100.0%

目標７ 3 8 3 2 0 16 68.8%

目標８ 8 6 1 0 0 15 93.3%

目標９ 2 2 1 0 1 6 66.7%

事業数 34 26 18 6 1 85 60

割合 40.0% 30.6% 21.2% 7.0% 1.2% 100.0% 70.6%

※1　・・・ 印別の達成状況は以下のとおり
◎ 達成済または目標を超える実績を達成。
○ 目標に向けて順調に実績を伸ばしている。
△ 実績が伸びていない。目標達成までは更なる改善が必要。
× H25時点と比べ実績が低下しており、目標達成が困難。

※2　・・・ 達成状況が◎または○に該当する事業の割合

乳幼児の発育・発達に向けた支援の充実

すくすく大分っ子プラン　目標別進捗状況

目標区分 達成率※2

妊娠・出産・育児の切れ目のない支援の充実

仕事と子育ての両立支援

合計

■達成状況
（レーダーチャート）

乳幼児期における教育・保育の提供

知・徳・体をバランスよく育成し、
生きる力をはぐくむ学校教育の推進
学校・家庭・地域社会が一体となった
開かれた学校づくりの推進

安全・安心な学校づくりの推進

子どもと家庭へのきめ細やかな支援

子どもと子育てを支える社会づくり

50%

57%

64%

80%

67%

100%

69%

93%

67%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

≪目標１≫妊娠・出

産・育児の切れ目の

ない支援の充実

≪目標２≫乳幼児の

発育・発達に向けた

支援の充実

≪目標３≫乳幼児期

における教育・保育

の提供

≪目標４≫知・徳・体

をバランスよく育成

し、生きる力をはぐく

む学校教育の推進
≪目標５≫学校・家

庭・地域社会が一体

となった開かれた学

校づくりの推進

≪目標６≫安全・安

心な学校づくりの推

進

≪目標７≫子どもと家

庭へのきめ細やかな

支援

≪目標８≫子どもと子

育てを支える社会づく

り

≪目標９≫仕事と子

育ての両立支援

・・・目標別の達成率

・・・プラン全体の平均達成率

-　25　-


